Vegetation of the Natural Forest of Kyoto University Forest in Ashiu by 「天然林の生態」研究グループ
Title京都大学芦生演習林における天然生林の植生について
Author(s)「天然林の生態」研究グループ









「天然林 の生態」研究 グル ープ*
Vegetation of the Natural Forest of Kyoto University Forest in Ashiu 




2.調 査 地 お よ び調 査 方 法34
3.測 定結 果 の 整理 方 法 に つ い て35
4.調 査 結 果 お よび 考 察38
4-1.高 度 に と もな う植 生 の 変 化
4-2.水 分 環 境 の 勾配 に と も な う植 生 の
変 化
4-3.下 層 植 生 に つ い て





1.京 都大学芦生演習林 の植生をWhittakerの 環境傾 度分析 に準 じて分析 した。
2.本 地域 は海抜高差 で500m程 度 の巾 をもっにす ぎないが,温 帯落葉樹林帯 の代表であ るブ
ナの下限 と温量指数か らみて,約600mを 境 として温帯 落葉樹林帯 と暖帯落葉樹林帯 とに区分 し
うる。 ただ し,600mを 境 として交代す るのは ブナ とウラジロガ シ,ミ ズ ナラと コナラなど少数
に限 られ,大 多数 の種 はほとん ど全域に分布す る。
3,乾 湿度勾配 に対 応 して種はそれぞれ特有 の二項 分布 型の分布 曲線 を示す。 ピークの位 置,
曲線 の型 は種 に よってそれぞれ違 い,相 互に広 く重 な りあっている。 それ故,植 生 は湿性か ら乾
性 に向 って環境 の変化 に対応 して連 続的に変 化 してい く。
4.分 布曲線 のピークが違 うこ とは種 のス ミワケを示すが,同 時 に相 互に重な りあい,ト モズ
ミの関係 を示す。 この ことか ら,森 林は 個体 一環 境系 の 連鎖 と して 成立 している ものだ といえ
る。
5.下 層 の種 もまた乾湿度勾配 に応 じて連続的 に変化 してお り,上 層木 との組合せ もまた環 境
の変化 に対応 して連続的 に変化す る。
6.少 数 の種 ない し陽性 の種 の存在様式か らみて,天 然生林 はモザ イク状,部 分的 に破壊 と再
生 を含む動的平衡系で ある。
7,高 木 の優勢 な種 に注 目す れば,水 分環境 に対応 して,最 も湿 った側 か ら,ト チ,ブ ナ,ス
ギをそれぞれ代表 とす るグル ープと最 も乾性 のネジキ,ク ロソ ヨゴ,ヒ ノキ,ヒ メ コマ ッを主 と
*こ の報告は1970年 度,林 学科4回 生の自主講座の一つとして行なわれた グループ研究の報告を堤の
責任において再編,要 約したものである。 このグループに参加したのは石田一雄,大 神邦男,緒 方政
次,小 林健次郎,鈴 木正年,藤 原己一の6名 の学生と堤利夫の合計7名 であった。
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す るグル ープに分類で きる。 本地 域では海抜700mを こえ ると準平原地形 とな り,弱 乾性 のスギ
を代表 とす るグル ープの 占め る割合が多 くな る。
1.は じ め に
Clementsに よれば 群集 とはある与え られた生活場所 に 生活す る生 物の すべてで あ って,そ れ
は個体 に似た性質 をもっ統一 体 と しての超有機体で ある。 従 って,そ れ はそれ を構 成す る個 々の
生物 をはなれた,そ れ特 有の法則 性 と性質 を もち,植 物的 自然 を構 成す る一っの明確 な単位 と し
て とり出せ る ものであ る1),と いえる。 チュー リッヒ・モ ンペ リエ学派に よって完成 された植物社
会学 はこのこ とを前提 と し,そ の基本 的な単位 を群集(Association)に お いた。 鈴木2)も また"植
生 は これを構成す る植物 の種 類の うえか ら単位性 をもって くる。 植物の集団生活で何 らか の単位
性 を もっ もの を群集(Association)と よぶ"と してい る。
様 々の種が様々にい りま じった 植物共 同体 をその組成面か ら統 一的に解釈 し,秩 序づ けてい く
ため には,そ れを何 らか の単位 に区分 して,そ れぞれ相 互に比較 してみる ことは必要で ある。
しか し,群 集 は実際 に存在す る植物群落を比較検討 して,共 通性 を抽出 してえ られた 抽象的 な
類 型であ って,そ れ自身具体性 を もたない ものであ る。 群落 を他 と明確 に区別 しうる単位 として
外 か ら枠組み して 整理す る とい う従来 のや り方 に対 して,そ れ を構 成す る種 の分布 の重 な りとし
て とらえ ようとす る考 えが,今 西3),Curtis4),Whittaker5)ら に よって展 開された。
天然生林 は一般 に様 々の種 を混 えた混交林で ある。 そ してそれを構成 している個 々の種 はそれ
ぞれ特有の性質,形 態 を もち,そ れ故に環境 に対す る反 応 も異な ってい る。 その結果,種 の分布
区域 は種 に特有 の もの として決 まっているので ある。 森林 とは,そ れぞれの地域,場 所で見出 さ
れる様々の種 が,そ の種 に相応 しい密度で混交 してい る,そ うい う一 っの組合せ なので ある。
種 が環境 の変化 に対応 してその分布 を決めてい るとす れば,そ してまた 環境 の変化が漸変的であ
れば,そ れに対応 して種 の組合せ の変化 もまた除々に移 り変 ってい く。
こうした ものの中か ら共通性 を抽 出 し,類 型的 に分類 す ることの 必要性 を否定す る訳で はない
が,芦 生演習林 のように,気 候的 に大差 のない限 られた地域 の中で,様 々の種 よ り構成 され,し
か もそれが尾根,斜 面,谷 などとい う微細な地形の変化 に ともなって 微妙 に移 り変 ってい く組成
の変 化を解析す る手段 として適切で はない。 この場合,種 組成 の変化 を環境 との関係 において,
共朝 的に とらえ る ことが必要 なのだ と考え られ る。
この研究 は,こ のような視点か ら,京 大芦生演習林 にお いて,地 形,高 度 の変化 に 対応 して変
化す る森林群落 の変化 を とらえ,芦 生にみ られ る様 々の種 の分布区域 と その重な りあいの結果 と
してみ られる森林 のあ りようを明 らか に しようとした もので ある。
2.調 査 地 よび 調 査 方法
調査地 は京都府北桑 田郡美 山町所在 の京大芦生演習林で ある。 この地域 は中央部 を中心 と して
人工林化が進行 してい るが,西 半分,東 部 には天然生林が残 されてい る。 調査は この ようなほぼ
極相 にあると推定 され る天然生林 を対象 とした。
この地域の植生にっいては演習林 が設定 されて以来,多 くの調査が 行 なわれたに も拘 らず,ま
と1まって報告 された ものは少 なN6,7)。
吉村 は無作為 に方形 区を多数設置 して,種 組成を比較 した結果,ブ ナーチシマザサ群集,ト チ
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ノキージュウモ ンジシダ群集な ど6っ の群集 に区分 した。 しか し,一 っ一 っの群集が どうい う場
所 にあらわれ,他 の群集 とどう関係 しているのか は明 らかで はない。
芦生 は海抜高350.950mの 巾をもっが,450m以 下は谷部分 よりな り,天 然生林 はほ とん ど
存在 しない。 従 って海抜 高差 は500m程 度にす ぎないか ら高度 に ともな う気温の変化 は本地 域 の
植生 をみる うえで重要 な要 因 とはいい難 い。 しか し,後 述す るように,ブ ナとウラジロガ シが海
抜高500～700mを 境 と して 交代す る ことにみ られるように,気 温 の問題 を無視す ることもで き
ない。
本地域で 植生 を支 配す る最 も大 きな要因は 地形 の違いに 基 づ く土壌 ない しは 水 分環境で あろ
う。
本 調査 は高度 と地形 との関係 にお いて種組成 の変化 を解析 した。 そ のた め,様 々 の高度,地 形
を選 び,原 則 として20m×20mの 方形枠 を設置 し,胸 高直径5cm以 上 の樹木 を対象 として毎
木調 査を行 なった(総 数40)。 別 に方形枠 を設置せず に,各 地 点 ごとに種 の出現本数 を 調査 した
(総 数137)o
海抜高 は高度計2個 の平均値 と地形図 を併用 して求めた。
地形 は谷平坦地,斜 面下部(凹 型 ない し平衡斜 面),斜 面上部(凸 型斜面),平 尾根(円 頂部 を
含 む),鞍 部,瘡 尾根 の6っ に区分 した。
下層植生 につい ては方形枠 の中央部で巾3mの ベル トを設置 し,胸 高直径5cm以 下の亜 高木,
低木 の個体数 を記録 した。
3.測 定 結 果 の整 理 方 法 につ い て
合計177の サンプル にっいて,地 形,高 度,別 に整理 した。 ここで地形 は定性的 に区分されて
いるにす ぎない。 山地 の地形 は相 互に連続 して変化 してお り,そ れに対応 して水分環境 も連続的
に変化 してい る。 そ こで地形 で示 された各サ ンプルの環境 を水分環境 と して数量化す ることがで
きれば よい。 そこで,Curtis4),Whittakers)ら の方法 を参考 として,っ ぎの方法 を用いた。
まず,谷 平坦地 を最 も湿 潤で あ り,瘡 尾根 を最 も乾いた環境 にある とし,残 りの部分 を順位 を
っけて両者 の中間に配列 した。 その順序 は谷平坦地,斜 面下部,鞍 部,斜 面上部,平 尾根,瘡 尾
根で ある。 地形 ごとに区分 して種 ごとに出現頻度 を比較す る と,種 によって,頻 度分布の型 が異
な っていた。 そ こで,種 をっぎの4っ の類型 に分類 した。
(D湿 性(mesic)な 種:谷 平坦地,斜 面下部に最 も多 く,乾 性 側に向 って減少,消 失す るも
の。
(ii)弱 湿性(submesic)な 種:斜 面 下部,鞍 部 に最 も多 く,両 側 に向 って 減少,消 失す る も
の。
(ii孟)弱 乾性(subxeric)な 種:斜 面上部,平 尾根 に最 も多 く,両 側 に向 って減少,消 失す る も
の。
(iv)乾 性(xeric)な 種:平 尾根,瘡 尾根 に最 も多 く,湿 性側に向 って減少,消 失す るもの。
種 によって反応 は様 々であ り,す べ てが明確 に この類型 に分類で きる訳で はないが,便 宜上,
測定 したすべ ての種 にっいて,こ の4者 のいず れかに位 置づ けた。 その結果 を表一1に 示 した。
つ いで,湿 性 を0,弱 湿性 を1,弱 乾性 を2,乾 性 を3と してそれ ぞれ評点 を与えた。 この
ように して,す べ ての樹種 は水分環境 に 対 す る反応 に応 じて0か ら3ま で の数字で あらわされ
る。
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表 一1.水 分 環境 に
Table1.Classificationoftree
湿 性 な 種(Mesic)弱 湿 性 な種(Submesic)
PterostyrazhispidaS.et7.,jMeliosmamyrianthaS.etZ.
(オ オ バ ア サ ガ ラ)(ア ワ ブ キ)
Cercidiphyllumj¢ponicumS.etZ..AcermonoMnximt.f.dissectumRExn.
(カ ツ ラ)(ア サ ヒ カ エ デ)
StachyuruspraecoxS.etZ.CarpinustschonoskiiMnxiM.
(イ ヌ シ デ)(キブ シ)
ClerodendrontrichotomumTxuxs.IAcermonoMwxiM.
(ク サ ギ)(イ タ ヤ カ エ デ)
C吻 伽 ∫`07ゴ伽BLuME・ .PrunusgrayanaMwxiM・(サワ シ バ)(ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ)
PterocaryarhoifoliaS.etZ.StyraxjaponicumS.etZ.
(サ ワ グ ル ミ)(エ ゴ ノ キ)
LinderaobtusilobaBLUMEAcerpalmatumTxuxs.var.amoenumOxwi
(ダ ン コ ウ バ イ)(オ オ モ ミ ジ)
AcercarpinifoliumS.etZ.'ILinderaerythrocarpaMnxiNo
(チ ド リ ノ キ)(カ ナ ク ギ ノ キ)
EuonymusaxyphyllusMiQ・.LinderaumbellataTxuxs.
(ツ リバ ナ)(ク ロ モ ジ)
AcerparviflorumFxwxcx.etSnv.CarpinusjaponicaBc.vMu
(テ ツ カ エ デ)(ク マ シ デ)
AesculusturbinataBLUMEIHoveniadulcisTxuxs.
(ト チ ノ キ)(ケ ン ポ ナ シ)
CorrzuscotttroversaHEMSL.IAr6tiQetdtdSEEMANN.
(ミ ズ キ)(タ ラ ノ キ)
FrazinuslongicuspisS・etZ.RhusjaponicaLINN.
(ヤ マ ト ア オ ダ モ)(ヌ ル デ)
StyraxobassiaS.etZ.
(バ ク ウ ン ボ ク)
・1【6」 ψ 伽 ακμ 伽NAKAI
(ハ リ ギ リ)
Acesj¢ponicumTHUNB.






(ヤ マ ボ ウ シ)
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対 応 し た種 の分 類
specieswithmoisturecondition
弱 乾性 な種(Subxeric)乾 性 な 種(Xeric)一..
SorbusalnifoliaK.KocxIlexmacropodaMiQ.
(ア ズ キ ナ シ)(ア オ ハ ダ)
Acerπ φπ67灘S.etZ.SorbusjaponicaHEDL.
(ウ リ ハ ダ カ エ デ)(ウ ラ ジ ロ ノ キ)
0αψ 魏α∫laxifloraBLUMEPinusdensifloraS・etZ・
(ア カ シ デ)(ア カ マ ツ)
CyCIObQIQnOr1S2SSQI2C2n¢OERST.MalustschonoskiiC.K.Scxx.
(ウ ラ ジ ロ ガ シ)(オ オ ウ ラ ジ ロ ノ キ)
伽ZJo'π ∫プψ π泌MuELL.ARG.DaphniphyllummacropodumMiQ.var.111L717.t1CROSENTHAL
(ア カ メ ガ シ ワ)(エ ゾ ユ ズ リ ハ)
AcercrataegifoliumS.etZ.AcermicranthumS.etZ.
(ウ リ カ エ デ)(コ ミ ネ カ エ デ)
AcersieboldianumMtQ.IlexsugerokiMnxiM.subsp.ZOtigtr7E(ltltlCitlalaIVIAKINO
(コ ハ ウ チ ワ カ エ デ)(ク ロ ソ ヨ ゴ)
ViburunumfurcatumBLUMEIIexpedunculosaMiQ.
(オ オ カ メ ノ キ)(ソ ヨ ゴ)
AcanthopanaxsciadophylloidesFRNAcH・etRhododendoronmettefnichiiS・etZ・var・pentamerum
SAVAT.MAXIM。
(コ シ ア ブ ラ)(シ ャ ク ナ ゲ)
QuercusserrataTxuNs・MagnoliasalicifoliaMwxtM・
(コ ナ ラ)(タ ム シ バ)
CastaneaerenataS.etZ.SorbascommixtaHEDL.var.wilfordiiSUGIMOTO
(ク リ)(ツ シ マ ナ ナ カ マ ド)
Prunusincisavar.kinkiensisOxwtEaodiopanaxinnoaansNnxni




(シ ナ ノ キ)(ネ ジ キ)
SymplocnscnreanaOxwtChamaecyparisobtusaS.etZ.
(タ ン ナ サ ワ フ タ ギ)(ヒ ノ キ)
ε'6ωαr勧 ρ∫6κ40-`α駕 置伽MAXIM・PinesparaifloraS・etZ・
(ナ ツ ツ バ キ)(ヒ メ コ マ ツ)
Fraxinrrsj¢ponicavar・angustataBLuMEHamamelisjaponicaS・etZ・var・06tusataNATsuM・
(ホ ソ バ ア オ ダ モ)(マ ル バ マ ン サ ク)
MagnoliaobovataTHuMB・AbiesfirmaS・etZ・
(ホ オ ノ キ)(モ ミ)
QuercusmongolieaFiscxExvar.gro∬eserr¢t¢ClethrabarbineraisS・etZ.
REHD.etWits.(リ ョ ウ ブ)
(ミ ズ ナ ラ)RhustrichocarpaM、Q .
(ヤ マ ウ ノレシ)
PoplussieboldiiMiQ.
(ヤ マ ナ ラ シ)
TrochodendronaralioidesS.etZ.
(ヤ マ グ ル マ)
Cyclabalanopsissessilifol:aNAKAI
(ツ ク バ ネ ガ シ)
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各 サンプルにっいて,種 をこの数字 にお きか え,個 体数 を乗 じて合計値 を求 め,総 個体数で割
ると,0か ら300の 間の数字 がえ られる。 これを乾湿度指数 とよぶ ことに し,各 サ ンプル地点 の
水 分環 境 を表示 す るもの と考 えた。 この場合,水 分環 境 というのは地形 の変 化に もとず くすべ て
の環境 要因の変化 を含 めた複合要因で ある。
乾湿 度指数 を30ご とに区分 して各 サンプル をま とめ,そ れぞれにっいて種 の出現頻度 を個体数
を基準 として求 めた。
なお,海 抜高 に関 して はブ ナの分布 下限に注 目 して,湿 性側で520m,乾 性 側で.:fを もっ
て上下2っ の帯 に区分 し,別 々に整理 した。 この区分 につ いては後にふれ る。
下層植生 については,各 サ ンプル ごとに 種 の個体数 出現頻度 を求 め,上 層木 につい てえ られた
各サ ンプルの乾湿度指数 に よって整理 した。
4.調 査 結 果 お よ び考 察
4-1.高 度 に ともな う植生 の変化
高度50mご とに区分 して,各 高度 ごとの個 体総数に 対す る種の本数割合 を求めた ものが図一1
で あ る。 ただ し,出 現頻度 の少 ない(5%以 下)も のは省 いた。 この場合,乾 湿度指数の違 いを
考慮す るべ きで あるが,資 料 が多 くない ことのために,こ れを無視 した。 このため,乾 湿度指数
の高度 による偏 りによ
って,高 度に対応す る
種 の分布 は歪 め られて
い る0
ブ ナ の 分 布 曲線
は,高 度680m前 後に




増大 に ともな う気温 の
低下 によるもの とは考






は弱 乾性 でその分布 の
ピー クを もっ。 そ して
本地域 は高度約700m
以上 は準平原地形 とな
り,尾 根,斜 面上部 の
割 合 が 増え る。 高 度
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700m以 上でのブナの減 少 とスギの増大 はお・そ らくこのような地形 の違 いを 反映 した もので あろ
う。
この傾 向 は他 の種の分布に もあ らわれている。 た とえば,ヒ メ コマッは本地域で600m以 上 に
はみ られない。 それ は ヒメコマ ッの成立 しうる突 出 した瘡尾根,岩 石地 が600m以 上の地域 には
み られない とい うこ とと対応 してお・り,ま た トチ ノキが800m以 上で ほ とん どみ られない のは谷
平坦地がみ られ な くなる とい うこ とに よるものだ といえ よう。
このように,図 一1に 示 された結果は地形 の影 響を強 くうけてい る。 しか し,種 の分布 の上,下
限 にっいてみ ると,た とえば,約600mで ブナ とウラジ ロガ シが交代 し,約550mで ミズ ナ ラ
とコナラが交代 してい ることが示 されてい る。 この交代 は地形 的要 因に よるとい うよりも,お そ
ら く温度に強 く依存 した ものであろ う。
本地域の高度350m,640mの2地 点で の 観測結果 を用いて,高 度別 に温量指数 を 推定す る と
表一2の ようで ある。
表 一2.温 量 指 数
Table2.Warmthandcoldnessindex.
海抜高(m)[35・4・ ・i…1…7・ ・8・ ・
暖 か さ の 指数 ℃10&4105.4..,93.487.3181.3
寒 さ の 指 数 ℃-7.5-8.8-11.4-14.0-17.5-20.1
註:芦 生 演 習 林 の 観 測 点 に おけ る 定 時 観 測 に 基 づ く月 平 均 気 温 を 用 い た 。
吉良8)に よれば,ブ ナ を代表 とす る 温帯 落葉樹林 帯は暖かさの指数85°C以 下で あるか ら,本
地域で は約700m以 上 の部分 にあたる。 一方寒 さの指数か ら カシ類 の成立 をみ る と,450mで
一10.1°C,640mで 一14.9°Cで あ るか ら,こ の範 囲内で上限 を もっ とい うことになる。 温量指数
か らいえぱ,本 地域では 約700m以 上が温帯落葉樹林帯,700～4501nが 暖帯落葉樹林帯,そ れ
以下が照葉樹林帯 となる。
本地域で のブ ナとウラジロガ シの交代は この変化 に対 応 してお り,お お よそ500～700mを 境
として両者が交代 してい る。 この変化は訟そ ら く上 述の ような気温 の変化 に対応す る もので あろ
う。
芦生は海抜で約400^-900mの 間を中心 とす るか ら,暖 帯落葉樹林帯 と温帯落葉樹林帯 とが 接
す る地域であ るとい うことがで きる。
これ を区分す る明確な境界は もともと求 め難 い ものではあ るが,ブ ナ とウラジロガシの交代 を
尺度 として区別す るとお・お・よそ500^-700mの 線 を もって,2っ の森林帯 にわけ られる。
ここで500.700m附 近 を もう少 しくわ しくみ るた めに,乾 湿度指数 によって4つ に区分 して,
ブ ナの分布曲線を求めた。(図 一2)
す なわち,図 一2に よればブ ナが5%以 上出現す る高度 は乾湿度指数 によ って異 な り,乾 湿度指
数で91～150の 範囲で約5201n,151～210で660m,211～300で760m,0～90で630mである。
ここで,0～90の 範 囲内で はブナの個体数が少 ないた め,精 度が低い こ とを考慮 して,お お よそ,
乾湿度指数150以 下 の部分 では520m,150以 上 の部分 では680mを もって ブナ の分布下限 とす
ることがで きる。
この ように水分環境 に よって分布 限界が変 る ことが一般 に妥 当か どうか はわか らない。
ここでは この ことを認 めた うえで,上 記 の高度 を もって2帯 に区分 し,乾 湿度 の勾配 に対応す
る種の分布はそれぞれ別々に整理 した。
ただ し,こ の区分 はブ
ナ とウラジロガシの交代
のみを尺度 と した もので
あ って,そ の他 の種 もま
た この境界 を中心 として
相 互に交 代 し,2つ の森
林帯 はす っか り種が いれ
代 ってい るとい うことは
ない。僅 かに ミズ ナラ と
コナ ラの約550mで の交
代,コ ミネ カエデが 約
700m以 下 に分布 しない
こと,極 めて小数 しか存
在 しないが,モ ミ,ツ ガ
が 約600mを 上限 とす
るら しい ことを除けば,大 部分 の種 はブ ナの下限 と関係 な く,そ れぞれ特有 の分布範囲 を もって
い るといわねばな らない。 す なわち,森 林帯が異 なる とい って も,そ の内容 はブナ とウラジロガ
シが交 代す る とい うこ と,あ るい は ウラジロガ シの 個体数が 大 き くない ことを 考慮すれば,結
局,ブ ナの存否 とい うことだけで ある。 他 の種 にっい てみれば500酬700mと い う線が とくに重
要 な意味 をもってはいない。
す なわち,温 量指数,ブ ナ とウラジロガ シの交代 を根拠 と して本地域 を2っ の森林帯 に区別 し,
あるい は本地域 を この2っ の森林帯 の推移帯 として位 置づ ける ことは可能で ある として も,そ れ
は種 組成 として明確 に区別 されうる ものでは ない。 実体 としては相互 に連続 してお り,高 度の勾
配に応 じて漸変 してい く過程 を,と くにブナの下限に注 目す る ことによって,人 為的 に区別 した
ものにす ぎなNと いうべ きで ある。
4-2水 分環境 の勾配に ともな う植生 の変化
温度 に よる歪 を少 な くす るた め,前 章で述べ た高度区分 によ り2分 して,図 一3,4に 示 した。 な
お,出 現頻度5%以 下 の ものはこの図か ら省いた。
個体 数が多 く,普 遍的 に分布す る ものは,本 地域では トチノキ,ブ ナ,ス ギ,ネ ジキ,リ ョウ
ブ,ソ ヨゴ,ク ロソヨゴ,な どで ある。 これ らはそれぞれに出現頻度 の ピー クを違 えてお り,ト
チは最 も湿性 の谷 平坦地 に多 く,つ いで ブナが主 に斜面 下部に,ス ギが斜面上部,尾 根 にその ピ
ー クをもち,瘡 尾根 にはネジキ,リ ョウブなどが多 くなる。
全般 に,種 はそれぞれ乾湿度 の勾配 に沿 って二項分布 型の分布 曲線 を描 いている。 乾湿度 の両
極付近 で ピー クを もっ種,た とえば トチ,ネ ジキなどは これ を半分 に割 った片流 れの分布 曲線 を
示 してい る。 この分布 曲線 の形 はWhittaker5),吉 良 ら9)の 結果 と一致す る。
分 布曲線の ピー クはその環境 が個体維持 と種族維持 とい った 生活 の総 和に於 け るその種 の最適
地を示 してい ると考え られ る。 そ して種 がそれぞれピークを別 々に もってい るとい うことは,そ
れぞれ有利な環境 が別々で あ るとい うことで あ り,種 が 異 なれば その生 活 の場 も異な るとい うす
みわ けの現象で あるといえ よう。
ところで,あ る種 がその最適地 か らはなれてい くとい うことは,他 種 の最 適地 に近づ いてい く
とい うことを意味す るか ら,そ の過 程にお いて隣接 す る他種 との間 に関係 を生ず る。 この場合,
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隣接す る他 種 と相 互排 除の関係 にあれば,両 者は交錯す ることな く,一 線 をもって 境 されねば な
らない。
実際 はピークを別々に しなが らも,広 く重 な りあ って漸変 してい る。 図一3にみ られるように,
湿性か ら乾性 に向 って,ト チが次第に減少す るのに対応 して ブナが増加 し,さ らに ブナが減少 し
は じめるとスギが増 加 しは じめ る。 そ して トチ とスギで さえ重 な りあ って いる。 これらの各種 の
各個体が極 めて確率 的に空間 を占有 している 植生 のあ りようか ら考えて,こ の重な りあいは微 細
な土壌条件 の違いに よる 「す みわけ」 とい うよ り,ど ち らの種 に とってみて も生 活可能な環境へ
のいはば 「ともずみ」の関係 を示す もの と解すべ きであろう。 この関係 は他 のすべ ての種にっい
て いえ るこ とであ る。
す なわち,分 布 のピークに注 目す れば 「す みわけ」 関係が,分 布 の広が りに 注 目す ると 「と も
ずみ」関係が あらわれ る。 このこ とを次 のように 考え てお きたい。 「種 間の関係」 とい って も,
位置その ものを移動 しない植物 に とっては相隣 る個体 との関係で しかない。 そ して,そ れは常 に
生活空間 の広 さ,環 境 を媒介 と して作用す る。 従 って,個 体 を中心 としてみ ると,森 林 は,こ う
した個体～環 境系の連鎖 として成 りたち,そ れ故 に様 々の種が共存 しうる機会 が あ るのだ といえ
よう。 逆に,あ る特 定 の種で全面が被 われ るためには,そ の全面 にわた ってその種 が 成立 し,そ
れがそれぞれの位 置にお いて,他 の種 を圧倒,排 除す る とい う条件が与え られねばな らない。 こ
のためには環境条件 が比 較的均一 でなければならない。 しか し,環 境 が漸変 してお り,そ れに対
応 して種の多様化があ るのだ とす れば,純 林 を形成 しうる条件 は限 られて いて,そ の種の最 適地
点か らはず れるに従 って次第 に他 の種 を混 える機会 を増 して くる。 そ して次第 に,そ れに接 続す
る種の優 占す る部分へ と移 り変 ってい くとい うことがで きる。
その結果 と して,乾 湿 度の勾配 につ れて種組成 は漸変 して い き,ど こに もは っき りと区別 で き
る境 目とい うものを認め ることはで きないのである。
ところで,図 一3,4に み られるように,ミ ズナ ラは個体数 も少 な くはな く,本 地域 の どこで もみ
られ る種で あるが,他 種 を凌いで優 占的で ある ところはない。 この種 は比較的若い二次林 を除 け
ば,ト チ,ブ ナ,ス ギ な どの優占す るなかに単木的 に混生 してい る。 ミズ ナラとこれら3者 との
関係 を,そ れぞれの分布 中心域にお ける直径配分 か ら調べ てみ よう(表 一3)。
トチ,ブ ナ,ス ギの3種 はそれ ぞれその分布 の中心域 にお いて 小径木 に富み,自 己維 持的であ
るよ うにみえ る。 これ に対 し,ミ ズ ナラはスギの中心域 にお いて小径木 を含む とはいえ,一 般 に
大径木 に対 し,小 径木を欠 くかまた は乏 しい。
今 西3)が 指摘 したよ うに,ミ ズ ナ ラが極相種 でない,と すれば,そ して充 分の時間が 与え られ
ればすべて気候 的極相へ と遷移す るとすれば,や が て ミズ ナラは他 の種 に とって代 られ,本 地域
か ら追放 されて しま うとい うことにな る。 そ うだ とすれば,現 在 ミズナ ラが 存在す るとい うこと
は この地域の天然生林が 極相 ではな くて,遷 移 の途 中段階 にあるとい うことになる 。しか し,こ
れ は実際的では あるまい。 ミズ ナラその他 の非優 占的な種 もそれぞれに相応 しい仕方で参加 し,
自己維持的なのであろ う。 そ うでなければ,陽 性 の,遷 移 の初 期段階にあ らわれる種 はすべ て消
滅 して,種 組成は より単純 にな っていなければ な らないか らで ある。
そ こで,こ うした動 的平衡 に達 した天然生林 にお い て,ミ ズ ナラの ような陽性 の種 は どのよ う
に して種族維持 しているか を考 えてみ よう。 た とえば完全 に林 冠閉鎖されている,そ の下 に陽性
の ミズナ ラが生育す る とい うこ とはまず あ りえない とみて よい。 しか し,林 冠 には絶 えず破壊 さ
れた疎 開部分 を生ず る。 そこは ミズ ナラな ど陽性の種が侵入 しうる可能性 がある。 ブナの中心域
で は確率的 にブナが更新す るこ とが多い とい うことがあ って も,他 種 の侵入 の可能性 を 完全に は
拒否 していない と考え られ よう。 極相 が一般 に耐 陰性 の大 きい ものによ って構成 されてい るこ と
を認 める と,ト チ,ブ ナお よびサ ワグル ミ,サ ワシバ,ク マシデ な どによって,本 地域 の渓谷林
は構成 され るはずで,事 実,相 観 と してそ うである。
ところが一方で,頻 度 は多 くはないが,オ オバアサガラ,カ ナクギ ノキ,バ クウンボ ク,エ ゴ
ノキ,カ エデ類,ウ ワ ミズザ クラな どの陽性 の ものを混 えて いるこ とも事 実であ る。 陰樹 の下 に
陽樹の成立 しうる余地 はないか ら,こ れ らの陽樹 は陰樹 と場所的 にすみわ けてい ると考えるのが
妥 当であろ う。
樹木 の一生 とい う時 間単位でみ れば,谷 は崩壊や洪水 によって 不 安定 であ るとい うことがで き
る。不安定 な部分で は極相への遷移が阻 止され る機 会が多 くな るであろ う。 谷 は こう した様 々の
段 階の ものが極 めて局部的 な地形的条件に支配 されて,い りま じってい る と考えて よいであろ う。
従 って,比 較的安定 した場所で トチの優勢 な群落が発達 し,常 に 変 動 しやす い ところで はオオバ
アサガラ,タ ラノキ,エ ゴノキ,カ エデ類 な どの陽樹 が成立 しえているので ある。
乾湿度指数80以 下 のサ ンプルにっいて,陰 樹(ト チ,ブ ナ)の 出現頻度 と陽樹群 の出現頻 度 を
比較 してみ る と,図 一5の ように,あ る程度,一 方 が増 えれば他方が減 る とい う関係がみ られ,両
者 はグループ と して別 々の
ものである ら しい という こ
とを示 してい る。
す なわち,個 体 の枯死,
倒 壊な どに よる林冠疎 開の
ほかに,谷 では洪水,崩 壊
な どに よって周期的 にある
規模 の遷 移の循環が訟 こっ




極相 は静的 に安定 した もの
で はな く,常 に部分的,モ
ザ イ ック状 に破壊 と再生 を
その中に含む動的な平衡系
で あろ.浄 の巾 につ ぐられ
た様 々な環 境 に様々の種 の生 活が成 りたち,そ れ らの様 々の種 の複合 として 天然生林が成 りた っ
てい るもの といえ よう。 そ してその中で種 はそれぞれに相応 しい環境 にお いて 個体数 のピー クを
もち,た がいにオーバー ラップ しなが ら変化 してい く。 森林 をその種組成や量的測度に従 って類
型 分類 してみて も,環 境 勾配 に沿 って変化す る,そ の変 化の度合 をあわせ て 示す のでなければ,
具体 的 にある地域 の植生 を表現 しえない といえ よう。
前に,種 はすべ てそれぞれ特有 の分布曲線 を示す とのべ た。 ところが,図 一3,4に よれば,湿 性
領域 で トチ,サ ワグル ミ,ミ ズ キ,カ ッラな どが,乾 性 領域 の極 において は ネジキ,ク ロソヨゴ
が,ヒ ノキ,ヒ メコマツな どが分布 の ピークの位置,範 囲な どに齢 いて極 めて よく似 た形 を 示 し
てい る。す なわち,乾 湿度指数 の両極部分において,数 種 の ものが 同 じよ うに,同 一場所 をわけ
あい,従 ってそれ らは一 っのま とまった単位 として強固 な結 びっ きを もっているかの ようにみえ
る。 この現象 は どう解釈 されるので あろうか。
一 っ にはっ ぎのように考 えたい。す なわち,図 一3,4の 両極は本 地域 で実際に存在す る もの とし
て の両極であ る。 しか し,他 の地域で はさ らに極端な湿 潤,乾 燥 があ りうる。 従 って,こ の両極
を外側へ押 しひろげる ことが で きれば,現 在 み られる 分布 曲線 は ある程度 異 なって くるで あろ
う。 す なわち,両 極端で は乾湿度指数 の拡が りが ある程度圧縮 されてお り,そ の ことが 分布 曲線
の重 な りを結果 した もの と考 える ことがで きる。
経験的にいえぱ,ス ギが瘡尾根で消失す るの と交 代に ヒノキが増加 し,さ らに突 出 した岩石地
に於いては代 って ヒメ コマ ッが成立す る。 す なわち,乾 湿度指数 をさらに詳 しくみ るこ とがで き
れば,こ れ らの種の分布 の違 いをよ り明 らか に しうるで あろ う。
二 っ には,谷 にみ られ るよ うに,微 細 な地形 の違いに対す る種 の反応 の違 いが あるので はない
か とい うことである。谷 では地形 は変化 に とんでお り,そ れに対応 して種 は変化 す るで あろう。
前述 した ように,ト チ,サ ワグル ミな どに 対 して陽性種 が場所的,時 間的 に生育地 を異 に してい
る とい うことも,こ の一例で ある。 従 って,一 っのプ ロッ トをお いて個体数 の調査 を行 なうに し
て も,充 分 な本数 をえ よう とすれば,か な り条件 の違 った部分 をも含み,そ れ らを含 んで平均化
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された乾湿度指数が与え られる。 従 って,谷,斜 面,尾 根 とい った レベルで の比較 に は たえた と
して も,谷 や尾根のそれ ぞれにおいて微細 な地形,土 壌条件 の違 いを表現 しえない のである。
4-3下 層植生 について
下層植生 にっいて,同 様 に,乾 湿度指数 と個体数 出現頻度 との関係 を求 めた。 結果 は図一6に 示
した。
サ ンプル数が少 な く,精 度が低 いが,高 木 層の場合 と同様 に,種 ごとにピークを 違えた二項 分
布型 の分布曲線 を示す。
この結果 をもとに大 き く4つ に区分 してみ ると,湿 性 の もの として ヤマ アジサイ,ハ イイ ヌガ
ヤ,ウ リノキ,ツ リバ ナが あ り,ク ロモ ジ,ヒ メアオキ,ヒ メ コマユ ミも存在す る。 弱湿 性の も
の として はクロモ ジ,ヒ メアオキ,コ アジサ イ,ヒ メ コマ ユ ミな どが,弱 乾性の もの と しては リ
ヨウブ,乾 性 の ものと して イヌッゲ,ツ ル シキ ミ,ア クシバ,ア セビ,ホ ツツジ,ウ スギ ヨウラ
クな どが ある。
これらは相互に重な りあ って漸変 してい くので あるが,前 述 した優占的な 上層木 との間に,お
おまかにある 一 定の組合せが で きる。 トチの優 占す る 林分 の下では ヤマア ジサイ,ハ イイヌガ
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ヤ,ウ リノキ,ヒ メアオ キ,ツ リバ ナ,ク ロモ ジ,ヒ メ コマユ ミな どがみ られる。 ブ ナ林 の下層
は主 に クロモ ジ,ヒ メアオ キ,コ ア ジサ イ,ヒ メ コマユ ミな どが,ス ギ林 の下層 は主 に リヨウブ,
アセ ビな どか らみ られ ることにな る。
しか し,こ の組合せは固定され,他 と明 らかに区別 され うる もの とはいえ ない。 た とえば,ヤ
マ アジサイや ウ リノキ などは トチの優占す る部 分に多 いが,ブ ナの優 占す る部分で 消失す ること
はない。 また,ブ ナの優占す る部分に ピー クを もっ クロモジは広 く,ト チ,ス ギの 優 占す る部分
にまで ひろが っている。 これ らの ことか ら,上 層木が一方的 に 下層木の あ りようを決定 してい る
とはいい難 い。 下層植生 は上層木 の存在 とい う条件 の下で,主 に低木 とい う 生活型を もっ ものが
独立 に一つの社会を形成 している とみるのが妥 当で ある。 それ らは 乾湿 度の変化 に対応 して連続
的 に変化 し,結 果 と して,上 層木 との間にある組合せ を生ず る。 従 って,そ の組合せ 自身が乾湿
度の勾配に応 じて漸変 しているので ある。
5.芦 生 の 植 生
す でにのべ て きたように,本 地域 の植生 は地形を媒介 と した水分環境 と温度 の勾配 に対応 して
漸変 している。 そ こで,ま ず 本地域 を100mご とに区切 って 各高度帯 の 面積 比を求 めた。 さ ら
に,地 形 を谷平坦地,斜 面下部(凹 型斜 面),斜 面上部(凸 型斜 面),尾 根 の4つ の 部分 に,等 高
線か ら判定 して タイプわ け し,各 高度帯 ごとの 各地形 タイプの面積比 を求めた。 なお,こ の場合
の尾根部分 は平尾根,瘡 尾根 を含んでい る。 その結果 は表一4に 示 した。













(1)谷 平 坦:Bottom(plain)(2)斜 面 下 部:lowerpartofslope.
(3)斜 面 上 部:upperpartofslope.(4)尾 根:Ridge
す なわち,面 積 的にみ て600～800mの 部分が約2/3を 占め,500m以 下,900m以 上 の部分
は ともに極 めて少 ない。 そ して,高 度 を増す につれて 谷 平坦地は減少 し,尾 根 は逆 に増加す る。
高度600.700mで 谷 平坦地が 高度の割に減少 しないのは,上 谷 に広 く分布す る 湿地帯 のた めで
ある。
っ ぎに,本 地域 の地形 図(1:20,000)を1cm方眼に分割 し,各 々にっ いて平均傾斜度 と起伏
量 を求めた。 その結果 を表一5に 示 した。
す なわち,低 高度か ら中高度 に向けて傾斜 が増 し,さ らに高高度 に向けては 逆 に減少す る。 中
腹で最 も急峻で,尾 根 を主 とす る 高高度部分で は緩やか な地形を示 し,準 平原地形 とな る。従 っ
て,尾 根につ いていえぱ,高 高度の部分ほ ど平尾根が多 く,低 高度 の部分 ほ ど傾斜 度 の大 きい,
瘡尾根が多 くなる。
地形解析の精度は粗であるから,こ こで分類さ
れた4っ の 地形タイプに対応する形で 植生の方
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表 一5.平 均 傾 斜,起 伏 量 の 高 度 別 の 分 布
Table5.Inclinationandrelief.
AltitudeIInclinationRelief








S-nah・1・ ・(n:等 高線 数,ん:等 高 線間 隔
,d:一 辺 の 長 さ)
域にあって尾根部分に対応 しているものとした。
これに基づいて植生,地 形の各タイプの高度別の出現頻度を対応させると表一7のようである。
植生 と地形との対応関係は乾性領域での違いがあるため,部 分的なズ レがあるが,全 般的にみ
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て両者はほぼ対応 関係 にあるといえるで あろう。 そ して,本 地域は,4-1で のべ たよ うに,主 と
して地形 的な要 因によって,高 度 を増す につれて トチ を代表 とす るグル ープか らブナを代表 とす
るグループへ,さ らにスギを代表 とす るグル ープへ と移 り変 ってい くことがわか る。 また,低 高
度 の尾根部分 は瘡尾根 が多 く,面 積比率 の小 さい割合 に乾性 の植生 タイプの比率が大 きい。 高高
度で は比較 的緩やかな尾根 を もっ準平原地形 とな り,そ のことを反映 して弱乾性の植生 タイプの
比率 が大 き く,乾 性 の それは地形 タイプの面積比率 の割合には増大 していない。
本地域 の植生 のより具 体的な表 現は種 ご とに,乾 湿度指数,高 度 を両 軸 とす る分布 領域 を求 め,
それ らを重 ねあわせ ることに よって求 め られ よう。主 な ものについて 要約す る とつ ぎのようで あ
る。
トチは湿性 の極に ピークをもち,次 第に減少 しなが ら乾湿度指数165附 近 まで分布 してい る。
海抜 高では約800m以 上で消失 して しま う。 これは明 らかに地形 的要 因による もので ある。 サ ワ
グル ミ,ミ ズ キ,テ ッカエデ,カ ッラなども,前 述 した ように,ト チ と同様 の分布を示 してい る。
ブナ,ス ギ,ミ ズナ ラは谷 には少ないが,次 第に出現頻度 を高 め,ブ ナは乾湿度指数120～130
で最高値 の約40%に 達す る。従 って,芦 生 の約600m以 上の地域で ブナは主 に斜面部分 に最 も
優勢で ある。 乾性 に傾 くにっれて減少 してい くが,リ ョウブ,ア オハ ダ,ネ ジキな どの 分布す る
乾 いた尾根 に も少数 なが ら分布 し,極 端 な湿地,乾 燥地 を除 けば,ほ とん ど全域 にわた ってみ ら
れ る。従 って,ブ ナは海抜約600m以 上 の地域で ほ とん どすべ ての樹種 と共存す るこ とに なる。
スギは乾湿度指数200附 近で ピークに達す る。海抜600m以 下 の地域で はブナが存在 しない こ
とのために,い くらか湿性側に向 ってふ くらんだ分布 曲線 を示 してい るが,そ の ピークはやは り
200附 近にあ る。 この ことか ら芦生 の斜面上部,な だ らか な尾根 は主 にスギが優勢であ り,海 抜
高 を増すほ ど多 くなる。 スギが この地域で優勢 なの は,訟 そ ら くその伏条 による更新10)と いう こ
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と,豊 富 な降水量 な どによるので あろ う。 あ るいは,人 為 によって 天然 スギの保育 が行なわれた
とい うことも考慮 されね ばなるまい。
スギが乾湿度指数250附 近で消失す る と,そ れに代 って リョウブ,ア オハダ,タ ムシバな どが
ピークを示 し,さ らにそれ らは ネジキ,ソ ヨゴ,ヒ ノキ,ヒ メ コマツな どに代 られ,こ れ らが芦
生 の最 も乾燥 した地域 を占有す ることにな る。
ミズ ナラにつ いて は前 にのべた とお りであ る。 この種 は谷か ら尾根まで全域にわた って 分布す
るが,図 一3で はピークが な く10%程 度の台形分布 を示 し,図 一4で は乾湿度指数160～180に ピー
クをもっている。
ミズメ,ウ ワ ミズザ クラは海抜600m以 下 の地域 で,湿 性側で ゆるやか な ピークを もっが,乾
性領域 にまで ひろ く分布 している。 これ らの種がいず れ も陽樹11)で あるこ とを考慮 す ると,そ の
分布,存 在様式 は ミズ ナラ と同様 のことが考え られよ う。
シデ類 の うち,個 体数 の最 も多い のは イヌシデ(10～15%)で あ り,ア カシデが 低高度で これ
にっいでお り,ク マ シデ,サ ワシバ は 少 ない。 イヌシデは 海抜600m以 上 の地域で 乾湿度 指数
100を ピーク とす るなだ らか な分布 を示 し,低 高度 の地域で は 約160を ピー クとした分布を示 し
てい る。 いず れに して も,湿 性側 に多 く分布 し,乾 性領域で は少 な くなる。 これに対 し,ア カシ
デはむ しろ 乾性側 に多 い傾 向が ある。 クマ シデ,サ ワシバにっいては,個 体数が少 な くて明 らか
ではないが,概 して湿性側 に多い とすれば,シ デ類 の間では水分環境 に対 して,サ ワシバ,ク マ
シデっいでイ ヌシデ,最 も乾性 に偏 してア カシデ とい う系列が あるようにみ える。
カエデ類 にっいて も同様 に,出 現頻度は高か くはな く,分 布 は種 ご とに必 らず しも明 らか では
ない。 コ ミネカエデが高度約700mを 境 と してそれ以下 に分布 しない とい う傾 向が あ った以外,
他 のものは高度 にか かわ りな く分布
してい る。水 分環境 につ いておお ま
か にみ ると,テ ッカエデ,チ ドリノ
キが最 も湿性で,つ いで オオモ ミジ
が斜面 下部 に多 く,イ タヤカエデ,
ハ ウチ ワカエデが斜面 中,下 部 に多
い。 コ ミネカエデ,コ ハ ウチ ワカエ
デは概 して斜面上部 か ら尾根 に多 く
分布 し,同 属 内で水分環境 をすみ わ
けているよ うにみえ る。
なお,海 抜600m以 下 の地域で は
トチ とスギの中間で優勢 なブナが存
在 しない。 そ して これに代 って優 占
す る種 もあ ら わ れ な い。 出現頻度
5°o以 上 の種 の数が この地域 に多い
の もブナの消滅 とそれに代 る種が な
い とい うことの反映で あろ う。
この地域で ブナに代 る ものは ミズ
ナ ラ,イ ヌシデ,ク リな どであ るが,
ミズナ ラは垂直分布 の南限 に近か く
次第に コナ ラといれ代 る傾向 を示 し
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てい る。この両者 をあわせ ると,ス ギ のピークに接 してい くらか湿性 側に一っの ピー クをっ くる。
ク リは この地域でかつて集中的に伐採利用 された とい うか ら,そ の影響 を無視す る ことがで き
ない。
結局 の ところ,低 高度で は ミズ ナラ,コ ナ ラのほかに ク リ,イ ヌ シデ な どが ブナに代 ってそ の
位置 を占めてい るといえ よう。
図一7は 本地域で比較的 に個体数 の多い数種 の ものにっいて,高 度 と乾湿度指数 を軸 として分布
を示 した ものであ る。
6.総 括
天然生林を構 成す る多 数の種 はそれぞれ高度 ない し乾湿度 の勾配 に沿 って,そ れぞれに適 した
生活環境において個体数 の ピー クを もっ二項分布型 の分布を してい る。
下層植生 について も同様に,環 境勾配 に沿 った二項分布型 の分布がみ られる。 下層 植生 の生 活
は上層木の存在 という環境 の下で成 りたつ ので はあるが,上 層木 の完全 な支配の下にあ るのでは
ない。 種の組合 せは質 的に も量的 に も環境勾配 に沿 って漸変 してい くので ある。
植 生が環境勾配 に沿 って漸変す る とす れば,そ の解析 は環境 との共朝 的 な関係において行 なわれ
ねば ならない。本地域で はおお まか にいって,高 度 と地形 を媒介 と した水分環境 の変 化を軸 と し
て整理す るこ とがで きる。
温 量指数 か らみる と,高 度約600mを もって暖帯落葉樹林帯 と温帯落葉樹林帯 とが接続す る こ
とに なる。 ブナの存否 もこれ とよ く一致 していることか ら,本 地域 をこの2っ の森林帯 の推移帯
だ とい うことがで きる。 しか し,谷 や尾根 の相観 を決定ず ける トチ,サ ワグル ミ,ス ギをは じめ
と して多 くの種 は高度 にかか わ りな く分布 して いる。 ただ し,地 形 的要 因の影響 を うけて,高 度
を増 すにつ れて湿性 な種 は次第 に減 り,弱 乾性で優勢なスギが多 くな る。
乾湿度勾配 に沿 って,優 勢 な種 に注 目すれば,ト チか らブナへ,ブ ナか らスギへ の変化が明 ら
か にみ られる。 最 も乾 いた瘡尾根 は低高度地帯では ヒノキ ・ヒメ コマ ッ ・リヨウブ ・ソヨゴが多
く,高 高度地帯 ではネジキ,ソ ヨゴ,リ ヨウブ,局 所 的に クロソヨゴに よって占め られている。
これ らは乾湿度 の勾配 に沿 って,た がいにその ヒ゜一 クをかえなが ら広 く重 な りあ って漸変 してい
くのである。
この場合,種 の重 な りあいとは実体 と して,そ れぞれの種 の個体が極 めて確率的 に共存 してい
る とい うことなので ある。 このことか ら,森 林 は齢 そ ら く,個 体一環境系 の連鎖 として成立 して
いる と考 える ことがで きよう。 個 々の個体 についてみれば,場 所 を移動 しえない,従 って隣接者
を 自ら選択 しえない植物 の場合,現 在の場所 に成立 しえたのはか な り偶然 の機会 に恵 まれた結果
で ある。
しか しなが ら,種 の組合せを単 に偶然 のっみ重 ね といい きって しまうのはいきす ぎであ ろう。
た とえば,ブ ナが個体 数頻度にお いて40°oを 占め る場所 とい うのは,長 い目でみ れば,そ こは常
にブナが40°o,成 立 しうる とい うこ とが,そ の場所 の環境 との対応 にお いて,そ こに共存す る他
の種 との間 に,い わば契約関係 と して成立 しているのだ といえ よう。 このいわば契約関係の成立
が 自然 のバ ランスあ るい は動的平衡 と呼ばれる ものであ り,そ れはその環境 において,共 存す る
他 の種 との相 互 関係の下 に維持 されている ものなので ある。
この意味 にお いて,本 地域で優 勢なスギの取扱 いにっ いて考え て訟 きた い。 スギは皆伐,植 つ
け造林が一般 で本地域で も人工造林が進んでい る。 ところが,こ の地域 は多雪であ り,人 工林 の
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幼 時の保育が厄介で ある とい う難 点を もっている。 スギの人工造林 におけ る適地 が図3,4に 示 さ
れた生活場所 よ り,湿 性側 にずれ るのが一 般で ある,と す れば,ス ギが 自己維持的で ある弱 乾性
領域 において まで人工造 林す ることは得策 と思 えない。
この地域でスギが優 勢であ るのは,一 つには その伏条性 によるもの とみ ることがで きよう。伏
条 は上層木 を一斉に皆伐 す ると,急 激な環境変化 の下 で枯死 して しまうが,広 葉樹 の巻枯 ら しに
よ って生長が促進 され,ま た現在 の天然 スギ の多数がかって伏条 であった歴史 を もってい るとい
う事実io)に 注 目す る と,本 地域で スギの優 占す る部分 において,そ の伏条 に よる更新 を目的 と し
た,い わば択伐式 の保育体系 をつ くる ことは不可能で はない と考 え る。 この場合,伏 条 の育成 の
た めの単木的 な伐採,集 材の技術が問題 となろ う。
すで にのべた ように,植 生 は環境 の変化 に沿 って漸変す るか ら,ど こに も明確 な一線 を もって
区別で きる境 目 とい う ものはな く,連 続的 に変化 してい く。環境 の変化 が 急激で非連続 となった
場合 には じめて,明 らか に他 と区別 しうる境界を認 め うるで あろ う。
この ことを認 めた うえで,便 宜上,本 地域 の植生 を類型 に区分す るこ とも可能で ある。優 勢 な
種(高 木)に 注 目す れば,ト チ,ブ ナ,ス ギ をそれぞれ代表 とす るグル ープ,ヒ ノキ ・ヒメ コマ
ッ ・ネジキ ・ソヨゴな どを代表 とす るグル ープに分類 しうる。高度600m以 下 の地帯で はブ ナが
消失 し,ナ ラ類,イ ヌシデな どが混生す るグループに代 る。
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Résumé
1. The study on the vegetation of natural forest was conducted in Kyoto University forest 
 located at Ashiu (Kyoto Prefecture). 
2. The elevation of the area ranged from 350 to 950 m in altitude, and cover about 
 4000 ha. About a half of the area is covered by climax natural forest. 
   In view of vertical distribution, it can be divided into two forest zones, that is, the warm 
 temperate deciduous broad-leaved forest below 600 m altitude, and the cool temperate 
 deciduous broad-leaved forest above 600 m. The boundary was decided based on the 
 lower limit of distribution of Fagus crenate and the warmth and coldness index. But 
 the boundary is significant for only few species such as Fagus crenate, Cyclobalanopsis 
 salicina, Quercus serrata and Quercus mongolica var grosseserrata. Many of tree and shrub
 52 
 species distribute almost every elevation. 
3. When the stands were arranged in the order of moisture gradient, all species were 
 found to form binomial curves of occurrence, and curves for different species overlap 
 broadly, but peaks for species and limits of their distribution were well scattered along 
 gradient. Consequently, the stands formed continuous series, and there were no distinct 
 groups of species which could be differentiated from other groups on the basis of floristic 
 composition. 
   It is presumed that each of tree and shrub species distribute essentially independ-
 ently, and the forest stand is organized as a complex chain of individual  tree-enviro  unent 
 system. 
4. The distribution pattern of shrub species growing as understory was quite similar to 
 that of overstory tree species. There was no distinct evidence that distribution of shrub 
 species of understory were unilateraly regulated by overstory tree species. 
5. Climax forest include some intolerant species though low in their population. It 
 would be concluded that the climax forest is the system in dynamic equilibrium including 
 destruction and regeneration in locally or mosaicly. 
6. It is able to classify the vegetation in this area into several types on the basis of dominant 
 species. 
   On mesic site, the group represented by Aesculus turbinata; on submesic site the group 
 represented by Fagus crenata; on subxeric site the group represented by Cryptomeria 
 japonica; on xeric site the groups represented by Lyonia  ovalifolia var. elliptica,  Ilex 
 sugeroki subsp. longipedunculata and Chamaecyparis obtusa, Pinus  parviflora. 
   The peneplain develope above about 700 m in altitude in this area, and the percentage 
 of occurence of subxeric group is increase at higher part of the area.
